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自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

自主防災組織率

組織数

２８４組織

組織率
８７．１０％

令和７年７月１日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

1

【本東寺まで避難中】

【(有)旭ケミカルの展示】

【早期避難は大切です】【前が見えません！】

【６地区区長のあいさつ】

【特殊詐欺に注意！】

出
北
２
区
・
３
区
防
災
講
話

【火元に向けて発射】

平
原
町
６
地
区
自
主
防
災
組
織
（
山
本
盛
男
代
表
会

長
）
は
、
令
和
七
年
十
月
五
日
（
日
）
南
中
学
校
に
て

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
６
地
区
区
長
及
び
第
３
２
部
消
防
団
員
が

あ
い
さ
つ
を
実
施
。
続
い
て
防
災
推
進
員
か
ら
地
震
・

津
波
・
風
水
害
に
つ
い
て
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
３
０
年
以
内
の
発
生
確
率
が
、

平
原
町
６
地
区
合
同
防
災
訓
練

中

島

町

区

防

災

訓

練

【煙の中は歩くのが大変！】

【すばやく初期消火】

は
じ
め
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
３
０
年
以
内
の
発

生
確
率
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後

防
災
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
形
式
で
防
災

に
対
す
る
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
水
消
火
器
に
よ

る
消
火
訓
練
を
実
施
。
消

火
器
の
性
能
や
操
作
法
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
煙
中
歩
行
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

松

山

町

区

防

災

訓

練

令
和
七
年
九
月
二
十
八
日
（
日
）
松
山
公
民
館
及
び

本
東
寺
に
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
防
災
推
進
員
か
ら
風
水
害
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
昨
年
１
０
月
の
大
雨
及
び
平
成
１
７

年
台
風
１
４
号
の
映
像
を
確
認
し
、
改
め
て
早
期
避
難

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

次
に
、
延
岡
警
察
署
南
方
駐
在
所
の
警
察
官
か
ら
防

犯
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
宮
崎
県
で
も
特
殊
詐
欺
や
ロ

マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害
が
多
い
と
聞
き
「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
」
と
考
え
ず
、
警
戒
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
及
び
煙

体
験
ハ
ウ
ス
を
使
用
し

た
煙
中
歩
行
訓
練
を
実

施
し
、
最
後
に
、
本
東

寺
ま
で
歩
い
て
行
き
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
を

確
認
し
ま
し
た
。

【パットの貼る位置を確認】

出
北
２
区
・
３
区
自
主
防
災
組
織
（
中
川
正
春
２
区

会
長
・
兒
崎
文
昭
３
区
会
長
）
は
、
令
和
七
年
十
月
十

二
日
（
日
）
出
北
公
民
館
に
て
防
災
講
話
を
行
い
ま
し

た
。自

主
防
災
組
織
の
必
要
性
・
役
割
・
活
動
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
地
で
の
共
助
の
成
功
例
や

他
地
区
で
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
防
災
推
進
員
か
ら
「
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

変
更
さ
れ
た
こ
と
や
最
近
の
大
雨
は
、
予
想
を
は
る
か

に
超
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
備

え
と
避
難
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

次
に
、(

有)

旭
ケ
ミ
カ
ル
か
ら
非
常
食
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

最
後
に

心
肺
蘇
生

方
を
実
施

し
て
訓
練

を
終
了
し

ま
し
た
。

細

見

町

区

防

災

訓

練

中
島
町
区
自
主
防
災
組
織
（
牧
野
英
治
会
長
）
は
、

令
和
七
年
十
月
十
九
日
（
日
）
中
島
街
区
公
園
に
て
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

細
見
町
区
自
主
防
災
組
織
（
酒
井
俊
雄
会
長
）
は
、

令
和
七
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）
細
見
公
民
館
に
て
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
酒
井
会
長
か
ら
「
今
年
度
、
災
害
時
に
助

け
合
う
こ
と
を
目
的
に
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し

た
。
今
日
が
第
１
回
の
防
災
訓
練
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
防
災
推
進
員
か
ら
大
雨
時
の

早
期
避
難
や
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
地
区

の
特
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

次
に
、
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
消
火
器

の
放
射
距
離
と
放
射
時
間

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
、
煙
体

験
ハ
ウ
ス
で
煙
の
中
を
歩

く
大
変
さ
を
学
び
ま
し
た
。



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
藤
。
防
災
研
修
会

柚
の
木
田
町
区
防
災
講
話

【職員より説明を受けてます】

【ここにいるよ・・good 】

１２月 ５日（金）
・恒富地域包括支援センター

職員防災講話
午後７時～
恒富包括支援センター

１２月 ７日（日）
・サンシャイン城山防災訓練
午前１０時〜
同マンション

１２月１２日（金）
・北浦地区区長会防災講話
午後４時～
北浦総合支所

１２月１３日（土）
・シルバーマルシェ
午前１０時〜
シルバー人材センター

・富美山町小柚木区防災訓練
午前 ９時～
小柚木公園

１２月１４日（日）
・須美江町区防災訓練
午前８時３０分〜
須美江公民館

金
堂
ヶ
池
区
・
西
階
南
区

合
同
防
災
講
話

延
岡
市
消
防
本
部
（
田
口
寿
孝
消
防
長
）
は
、
令

和
七
年
十
一
月
五
日
（
水
）
に
、

県
民
一
斉
防
災
行
動
訓
練
「
み
や

ざ
き
ジ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
午
前
１
０
時
に
緊
急
地

震
速
報
が
流
れ
る
と
、
速
や
か
に

頭
を
守
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
姿

勢
に
全
職
員
が
取
り
組
み
、
安
全

を
確
保
し
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

【木場会長と参加者】

野
田
町
つ
つ
じ
３
区
防
災
講
話

【姿勢・リズムが良いです】

柚
の
木
田
町
区
自
主
防
災
組
織
（
木
場
富
次
会
長
）

は
、
令
和
七
年
九
月
二
十
八
日
（
日
）
に
柚
の
木
田
公

民
館
で
、
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

「
久
し
振
り
じ
ゃ
ね
～
、
元
気
じ
ゃ
っ
た
け
？
」
な

ど
挨
拶
を
交
わ
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
防
災

講
話
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
度
々
発
生
し
て

い
る
地
震
や
線
状
降
水
帯
・
記
録
的
短
時
間
大
雨
は
予

報
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
頃
か
ら
備
え
を
行
う
事
で
、
慌
て

ず
避
難
行
動
が
出
来
る
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
津

波
と
洪
水
の
想
定
浸
水
深
が
、
ほ
ぼ

同
じ
だ
と
理
解
し
防
災
講
話
を
終
了

し
ま
し
た
。

金
堂
ヶ
池
区
（
高
田
裕
満
会
長
）
・
西
階
南
区
（
中

村
慎
二
会
長
）
自
主
防
災
組
織
は
、
令
和
七
年
十
月
十

九
日
（
日
）
に
金
堂
ヶ
池
公
民
館
で
、
合
同
防
災
講
話

を
行
い
ま
し
た
。

初
め
に
西
階
南
区
よ
り
、
折
り
畳
み
椅
子
の
寄
贈
に

つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
後
、
停
電
・
断
水

に
な
っ
た
場
合
の
在
宅
避
難
の
ポ
イ
ン
ト
や
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
及
び
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
復
帰
ボ
タ
ン
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
胸
骨
圧
迫
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

操
作
要
領
に
つ
い
て
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
積
極
的
な
参
加
で

昨
年
度
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
確
認

出
来
ま
し
た
。

最
後
に
金
堂
ヶ
池
髙
田
会
長
よ
り
、

マ
イ
ナ
救
急
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
、
合
同
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

野
田
町
つ
つ
じ
３
区
自
主
防
災
組
織
（
館
山
幸
雄
会

長
）
は
、
令
和
七
年
十
月
十
八
日
（
土
）
に
つ
つ
じ
団

地
集
会
場
で
、
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
地
震
・
洪
水
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
野
田
つ

つ
じ
3
区
の
地
理
的
特
性
か
ら
、
一
定

期
間
孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や

在
宅
避
難
に
備
え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
理
解
し
ま
し
た
。
次
に
、
天

下
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に

建
設
さ
れ
た
延
岡
市
水
防
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
を
受
け
る

と
、
「
非
常
用
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て
い
る
」
「
水
防
セ

ン
タ
ー
で
防
災
研
修
を
計
画
し
よ
う
」
な
ど
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
後
、
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

【挨拶する館山会長】

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
藤
。
（
山
口
和
代
代
表
）
は
、
令
和

七
年
九
月
七
日
（
日
）
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
防

災
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
災
害
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
で
作
っ
た
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
や
ポ
リ
袋
使
っ
た
炊
飯
を
参
加
者
全
員
で
挑
戦
し
、

試
食
会
を
行
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

み
や
ざ
き
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

防災訓練及び防災講話
受付中です


